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第 3 四半期の前年同期比成長率の速報値を業種別に見ると、以下の通り。 

 農林水産業は、前年同期比+1.8%と、第 2 四半期の同比+8.2%から伸び率が縮小。昨年の干ばつからの回復と

毎年発生する台風被害を受けなかったことから、農業の主要産品であるパライ（未脱穀米）が前年同期比

+19.7%と大幅に拡大し、畜産も同比+2.6%に成長した。一方で、漁業は同比▲6.1%と低調であった。 

 GDP の約 6 割を占めるサービス業は、在外フィリピン人からの送金などに支えられ全ての分野が成長を記録し、

前年同期比+5.3%と、堅調に推移し成長を牽引した。 

 GDP の 3 割強を占める鉱工業は、前年同期比▲0.2%と、2 四半期連続でマイナス成長になった。鉱業、製造業

は、各々前年同期比+1.1%、+3.1%と第 2 四半期を下回った。建設業は、官民パートナーシップ(PPP)事業等の

公共事業の遅れから同比▲12.2%と、第 2 四半期の同比▲23.3%から落ち込み幅は縮小したものの引き続きマ

イナス成長となった。 

 

産業別実質 GDP 成長率の推移（四半期ベース、前年同期比）    （単位：%） 

前年同期比 

10 年 11 年 業    種 

1Q 2Q 3Q 4Q 通年 1Q 2Q 3Q 

全産業 8.4 8.9 7.3 6.1 7.6 4.6 3.1 3.2 

  農林水産業 ▲1.8 ▲1.9 ▲2.0 4.1 ▲0.2 4.3 8.2 1.8 

サービス業 7.2 7.3 7.8 6.4 7.2 3.2 5.4 5.3 

  鉱工業 15.4 15.7 9.8 6.5 11.6 7.3 ▲2.3 ▲0.2 

鉱業 2.4 24.4 6.8 6.9 11.4 19.8 3.0 1.1 

製造業 18.3 13.2 8.4 6.5 11.2 8.8 4.7 3.1 

建設業 9.7 24.7 15.6 4.6 14.3 3.5 ▲23.3 ▲12.2 
 

電気・ガス・水道 9.8 10.2 10.2 9.4 9.9 ▲1.2 ▲3.4 ▲1.0 

前期比（季節調整済） 

10 年 11 年 業    種 

1Q 2Q 3Q 4Q 通年 1Q 2Q 3Q 

全産業 3.8 1.9 0.3 0.5 7.6 1.9 0.5 0.3 

  農林水産業 1.2 1.0 0.4 1.8 ▲0.2 1.8 2.8 ▲3.9 

サービス業 4.3 1.5 1.5 ▲0.7 7.2 1.3 2.8 1.2 

  鉱工業 4.1 2.7 ▲1.8 2.1 11.6 3.1 ▲4.2 0.3 
*修正値 

 
以上 

・ 11 月 28 日、フィリピン国家統計調整局(NSCB)は 2011 年第 3 四半期（7-9 月期）の GDP 成長率（速報値）
を前年同期比で+3.2%と発表した。 

・ 前四半期比（季節調整済）では+0.3%になり、第 2 四半期の同比+0.5%から伸び幅が縮小した。 
・ 欧州の債務危機、米国経済や日本経済の鈍化、公共事業の遅れなどが響き、政府の通年目標 4.5%の達

成は困難な状況。 


